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Horizontal 式



Horizontal 式について復習します。

Horizontal 式では、算術式やその他のエクスプレッション (有効な論理エクスプ
レッションの条件を含む) を定義できます。
式として定義する項目属性には、いくつかのエクスプレッションを割り当てること
ができます。最初に条件を満たしたエクスプレッションが実⾏され、残りは評価さ
れません。「otherwise」を使用して既定のエクスプレッションを割り当てることも
できます。これは、定義された他の条件が満たされない場合に実⾏されます。

式の定義に関連する項目属性は、式の項目属性に関連付けられたテーブルの拡張
テーブルに属している必要があります。

このような式が Horizontal と呼ばれるのは、実⾏時にベーステーブルの 1 つのレ
コードにアクセスし、ときには拡張テーブルに属する関連レコードにアクセスする
ためです。
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Horizontal 式の復習

• 1 つ以上の条件付きエクスプレッションを定義できます。
• 拡張テーブルの項目属性に関連する 1 つのレコードにアクセスするため、

Horizontal と呼ばれます。
• 必ずコンテキストがあります。

• 例:

項目属性 =

<エクスプレッション1> if <条件1>;
<エクスプレッション2> if <条件2>;
…
<エクスプレッションn> if <条件n>;
<エクスプレッションo > otherwise;



式の⼀般的な構⽂を⾒てみましょう。

エクスプレッションに含めることができるのは、式として定義されている項目属性
と関連付けられたテーブルの拡張テーブルに属する項目属性、定数、事前定義済み
の変数、関数および算術演算子 (加算、減算、乗算、除算、累乗など)、⽂字列演算
子 (+ など) および日付演算子 (+ および - など) です。値を返す Procedure オブ
ジェクトへの呼び出しも含めることができます。結果は、エクスプレッションのも
のか呼び出されたプロシージャーが返したものかにかかわらず、式として定義され
ている項目属性と同じデータタイプである必要があります。

条件とは任意の有効な論理エクスプレッションです。式として定義されている項目
属性に関連付けられたテーブルの拡張テーブルに属する項目属性、定数、関数、論
理演算子 (and、or、not) および比較演算子 (>、>=、<、<=、=、like など) を
含めることができます。最初に True と評価された条件が、その条件の左側にある
式の結果となり、他の条件は評価されません。
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Horizontal 式の詳細

次のものを含めることができます。

エクスプレッション:

条件:

項目属性 =

<エクスプレッション1> if <条件1>;
<エクスプレッション2> if <条件2>;
…
<エクスプレッションn> if <条件n>;
<エクスプレッションo > otherwise;

• 項目属性 (式の項目属性に関連付けられたテーブルの拡張テーブル
のもの)

• 定数、事前定義済みの変数、関数、演算子 (算術、⽂字列、日付)
• 値を返すプロシージャーへの呼び出し

• 項目属性 (式の項目属性に関連付けられたテーブルの拡張テーブル
のもの)

• 定数、関数、論理演算子: or、and、not および関係演算子: 
(>、>=、<、<=、=、<>、like)  



Horizontal 式のエクスプレッションには、式の項目属性と同じデータタイプの値を
返す Procedure オブジェクトへの呼び出しを含めることができます。

たとえば、アプリケーションで FlightInstance トランザクションを定義するとし
ます。Flight トランザクションではフライトを⼀般的な方法 (出発地、目的地、座席、
基本料⾦) で定義しましたが、FlightInstance トランザクションの場合は、特定の
フライトインスタンスをモデル化することができます。つまり、特定の日に出発す
るフライトを、フライト番号と、そのフライトの乗客数などに応じたコストによっ
てモデル化できます。

FlightInstance トランザクションに属する FlightInstancePrice の項目属性を考え
てみましょう。これは、フライトインスタンスの料⾦の値を返すプロシージャーを
呼び出す式の項目属性として定義できます。ここでは、フライトの料⾦と乗客数に
基づいて対応する割引率が計算されます。

プロシージャーの Parm ルールに、受け取るパラメーターが示されています。
FlightId と &FlightInstanceNumberOfPassengers および変数
&FlightInstancePrice で返される値です。ソースコードで、どのように料⾦計算が
実⾏されるか確認できます。実装されたコードを調べると、プロシージャーを使用
しなくても、この同じ項目をグローバル式に含められることが分かります。

式の定義に FlightPriceCalculator プロシージャーへの呼び出しが含まれており、
フライト ID と乗客数がパラメーターとして送られます。この場合、Horizontal 式
のエクスプレッションにプロシージャーの呼び出しのみが含まれていますが、他の
エクスプレッションと条件を含めることもできます。
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Horizontal 式の詳細

Procedure オブジェクトの呼び出し: 



既に説明したとおり、Horizontal 式はグローバルにすることもできますが、インラ
インにすることもできます。何らかの理由で、FlightInstancePrice 項目属性を式に
せずに、通常の従属項目属性にするとします。ただし、すべての FlightInstance レ
コードについて、値を割り当てるプロシージャーを実⾏する必要があります。

計算を受け取る項目属性 FlightInstancePrice は式の項目属性ではなく、計算はプ
ロシージャーのソースでのみ割り当てられます。

グローバルおよびインラインの Horizontal 式が意味を持つためには、必ずコンテキ
ストが必要です。

Horizontal インライン式の場合、式が定義された場所 (たとえば、For each コマン
ド内) でコンテキストが指定されます。この場合、コンテキストは For each 
(FlightInstance) のベーステーブルとその拡張テーブルです。

グローバル式の場合は、式が定義されたトランザクション (つまり、そのベーステー
ブルの拡張テーブル) によりコンテキストが指定されます。ここで取り上げた例では、
下に示す Flight テーブルの拡張テーブルです。

コンテキストにより、式に含まれるすべての項目属性を確実にインスタンス化でき
ます。

この後の章では、他のタイプの式について取り上げます。
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Horizontal 式にはコンテキストが必要

インラインの Horizontal 式

コンテキスト: Flight 拡張テーブル

コンテキスト: FlinghtInstance 拡張テーブル

ベーステーブル: FlinghtInstance
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